
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）ボランティア体験通年事業の検討について 

・通年で体験できる機会があったらいいな 

・もっと色々な活動に参加してみたいな 

・親子で参加できる活動があったらいいな 

＜参考＞夏のボランティア体験事業について（参加対象：中学生以上の学生） 
体験証の見本 

 

令和4年度 

・体験期間（令和４年７～10月） 

・受入団体数：３０団体 

  

 

 

・体験人数：293 名（実人数）  

 

市民活動団体、福祉施設、 

市所管課、町会・自治会など 

団体の 

メリット 

・事業への協力者を募集しやすくなる 

・多世代の活動への参加促進が期待できる 

新制度（案）のポイント 

１．通年の活動（事業）を対象： 

 

２．小学生や大人も対象： 

 

各団体による通年の幅広い活動への体験機会を提供できる仕組みを検討 

４月 ３月 

広い世代の

参加可能に 
参加者の 

メリット 

・夏休み以外にも体験機会がある 

・世代間・地域交流の機会となる 

体験者の声などからわかる課題 

イベント① イベント② 月例活動 

※年間行事の中でボランテ

ィアを募集したい事業を 

「市民力発見サイト」で周知 

 

令和5年７月５日 

・様々な活動が色々な人に支えられて実施 

できているんだな 

・日常生活の中ではなかなか出来ない貴重な 

体験になった 

・是非また参加してみたい 

＜体験者の声＞ 

通年化に向けたアンケート※(R5)結果 

  生徒・学生の約４５％、 

  受入団体の約４９％ が「参加する」と回答。 

※マッチング会参加団体・学生を対象 



 

 

 各団体 

ボランティア体験通年事業の対応の流れ 

市 

⑤事業の実施（体験希望者の受入） 

④事業への参加申込 

⑥体験レポートの提出 

⑦審査 

体験内容等の確認 

⑧体験証の発行 

体験希望者 ③周知 

市民力発見サイト公開 

②市民力発見サイト 

への掲載依頼 

①体験希望者を募集 

  する企画を検討 


